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＜連絡事項＞
・虐待防止推進に係る標語の募集
　1．文字数

　一般的に標語は「5.7.5」ですが、「5.7.5」でなくてもよいです。長い文章は極力控えてください。

　2.内容

　・病院、高齢者施設どちらでも通用する内容のもの。

　・医療、福祉従事者向けの標語。

3提出期限

　1月25日(木)までに担当委員(松川智恵子、河原範之)までにお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～深澤Drより、疼痛変化ないためロキソプロフェンとレバミピドは飲み切り中止の指示あり。疼痛増強するようであれば他剤処方検討するとの事。
・河村　哲久様～青陽館体験利用を10/18(木)14時～16時で行う予定との事。送迎は病棟スタッフ。
　　　　　　　　本人が、外泊中のガス開栓について連絡したとのこと。1/16に開栓し、1/17に閉栓する予定であり、両日ともに本人立ち合い必要との事。外泊中のガス使用料に関しては1/17にその場で精算するため、本人へ金銭持たせるようにとのこと。
・石切　久様～青明舎橋本氏より連絡在り。1/11 15時より直接面会予定。面会者は橋本氏
とGH世話人との事。
＜要注目患者様＞　
・中村　徳子様～各食全量摂取。幻聴に左右された言動や悲観的言動はない。声掛けへの
受け答えも良好で表情穏やか。
・小笠原　文人様～気分高揚さ著明にあり、ホール内を走り回ったり、意図的に大きな音を立てたりする事あり。声掛けにも疎通不良でまとまりない返答聞かれている。易怒性や粗暴性は無い。
・平　京子様～左下肢疼痛持続している。車椅子自操し日課は自主的に行う事出来ている。
妄想発言や不穏さはない。
＜小柳Dr.診察情報＞

・大久保　すい様～クエチアピン増量後より唸り声はなく経過している事を情報提供している。診察時は「看護師に毒盛られた」「1週間もうんこ出てない」と何度も話している。臨時薬クエチアピンは同内容で処方継続となる。また、下肢疼痛持続しているため、臨時薬でもカロナール処方となる(定期薬と合わせて1200mg/日)。
・会津　慮子様～「変わりなく過ごしています」「困っている事もないです」と話している。主治医からの問いにははっきりと返答している。
・石切　久様～多飲水傾向続いている事を情報提供している。飲水について「日中は控えてます」「水分量は管理してます」と話すが、明確な飲水量を聞かれるも返答出来ずにいる。臨時薬同内容で処方となる。
・春山　知範様～主治医より今後どうしていきたいか問われるも「特にない」と話している。臨時薬同内容で処方となる。
・佐野　貢様～体調について「大丈夫です」と答えている。主治医より正月期間の過ごし
方について問われ、「寝正月でした」「地震があった」と話している。退院
先については「自宅と老人ホームどっちがいいかなぁ」と悩んでいるとの
こと。
＜金Dr.診察情報＞
・小笠原　文人様～診察室へ入るなり「あけましておめでとうございます」と声高に挨拶している。主治医より調子について問われ「スッキリ治りました」と大声で話している。診察中も「よこまち行きたい」「寿司食べたい」「洗濯入れるカゴがほしい」と自身の要求を一方的に話している。
・井上　和美様～主治医より調子について問われ「元気か元気じゃないか分かんない」と話している。妄想発言はない。臨時薬同内容で処方となる。
・飯豊　信雄様～主治医より調子を問われ「調子はあまり良くない」「夜寝れないときがある」と話している。定期薬処方変更なし。
